
（　１　）

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　「
屈
」
と
い
う
漢
字
に
、
現
代
の
常
用
漢
字
と
し
て
は
、
動
詞
と
し
て
の
訓
読
み
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
歴
史
的
に
は
、

「
か
が
む
」「
か
が
め
る
」「
ま
げ
る
」
等
、
動
詞
と
し
て
の
複
数
の
読
み
方
が
存
し
た
。
ま
た
、「
屈
」
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
「
屈

（
ク
ツ
）
す
」
と
も
読
ま
れ
た
漢
字
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
色
葉
字
類 

で
は
、「
カ
ヽ
ム
／
カ
ヽ
マ
ル
」「
オ
サ
ム
」「
マ
ク
／
マ
カ

ル
／
マ
ケ
テ
」「
ク
シ
ク
」
の
訓
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
鎌
倉
時
代
書
写
で
は
あ
る
が
、『
観
智
院
本
類
聚
名
義 

に
は
、
動
詞
と
し
て

「
カ
ヾ
ム
／
カ
ヾ
マ
ル
」「
ヲ
サ
ム
」「
マ
グ
」「
ク
ジ
ク
」「
ウ
ヤ
マ
フ
」「
イ
タ
ス
」「
ツ
キ
ヌ
」
の
読
み
を
掲
載
す
る
。
お
そ
ら
く
、
こ

れ
ら
の
訓
は
、「
屈
」
の
意
味
に
よ
っ
て
読
み
分
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
物
を
主
語
と
し

た
り
、
対
象
と
し
た
り
し
て
、〈
曲
げ
る
／
曲
が
る
〉
の
意
味
を
表
す
場
合
に
は
、「
マ
グ
／
マ
ガ
ル
」
と
読
み
、
勢
い
の
あ
る
も
の
を
主

語
に
し
た
り
、
対
象
に
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、「
ク
ジ
ク
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
腰
の
よ
う
な
体
の
一
部
を
主
語
と

し
た
り
、
対
象
に
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、「
カ
ヾ
ム
／
カ
ヾ
マ
ル
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。『
字 

の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
屈
」
に
は
、

「
屈
服
」
の
意
味
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
明
に
基
づ
け
ば
、「
屈
服
」
を
意
味
す
る
「
屈
」
を
読
ん
だ
の
が
「
カ
ヾ
ム
／
カ
ヾ
マ
ル
」

で
あ
り
。「
屈
服
」
の
心
の
状
態
を
意
味
す
る
「
屈
」
を
読
ん
だ
の
が
、「
ク
ジ
ク
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
加
え
ら
れ

（
１
）抄』

（
２
）抄』

（
３
）統』
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た
圧
力
に
よ
っ
て
、
勢
い
が
止
ま
っ
た
り
、
方
向
が
変
え
ら
れ
た
り
す
る
の
が
、「
屈
」
字
の
表
す
意
味
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
同
書
に
は
、

「［
説
文
］
八
下
に
「
尾
無
き
な
り
。
尾
に
従
ひ
、
出
聲
」
と
形
声
に
解
す
る
が
、
字
の
全
体
が
屈
尾
の
獣
の
形
で
、
屈
服
の
意
を
示
す
。

（
略
）
鳥
獣
に
通
じ
て
用
い
る
語
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
屈
辱
。
屈
従
・
屈
曲
・
屈
竭
（
尽
き
る
）
の
意
に
用
い
る
が
、
と
き
に
は
屈
強
の

よ
う
に
威
力
あ
る
姿
勢
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
、「
屈
」
に
「
曲
げ
る
」「
尽
き
る
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
「
屈
」
と
い
う
漢
字
に
焦
点
を
当
て
、
中
国
か
ら
の
漢
字
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
上
代
文
献
の
用
法
か
ら
中
古
文
献
へ
の
用
字
法
の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
中
国
古
典
文
献
に
お
け
る
「
屈
」
の
意
味
と
、
日
本

に
お
け
る
そ
の
意
味
と
を
比
較
し
、「
屈
」
と
い
う
漢
字
が
中
国
か
ら
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
さ
ら
に
は
、「
屈
」
の
字
義
と
、
漢
語
サ
変
動
詞
化
し
た
「
屈
す
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
触
れ
て
み
た
い
。

二
　『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
屈
」

　『
古
事 

に
は
、
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
屈
」
は
、
見
ら
れ
な
い
。『
日
本
書 

で
は
、
動
詞
の
「
屈
」
は
、
次
に
示
す
２
例

が
存
す
る
。

１
　
仍
以
持
剣
、
三
截
其
弓
、
還
屈
其
剣
、
投
河
水
裏
、
別
以
刀
子
刺
頸
死
焉
。（
崇
峻
天
皇
　
巻
第
二
十
一
　
②
　
頁
６
行
目
）

５１６

２
　
今
汝
頓
屈
先
祖
之
名
、
必
為
後
世
見
嗤
。（
舒
明
天
皇
　
巻
第
二
十
三
　
③
　
頁
９
行
目
）

４６

　
１
の
「
屈
」
は
、
国
史
大
系
本
の
当
該
箇
所
で
は
、「
ヲ
シ
マ
グ
」
と
読
む
。
本
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

（
４
）記』

（
５
）紀』
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（　３　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

（
以
下
、
全
集
と
表
記
す 

で
は
、「
屈
」
を
「
マ
グ
」
と
読
む
。「
屈
」
の
動
詞
単
独
例
で
、
他
動
詞
用
法
で
あ
る
。「
屈
」
の
主
体
は

捕
鳥
部
万
と
い
う
人
物
で
、
対
象
は
剣
で
あ
る
。
万
が
、
戦
い
に
敗
れ
、
死
ぬ
直
前
に
、
自
ら
の
剣
を
手
で
折
り
曲
げ
て
、
川
に
投
げ
込

ん
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
曲
げ
る
」
で
あ
る
。

　
２
の
「
屈
」
は
、
国
史
大
系
本
の
当
該
箇
所
で
は
、「
ク
ヂ
ク
」
と
訓
む
。『
全
集
』
で
は
、「
屈
」
を
「
ク
ジ
ク
」
と
訓
読
す
る
。「
屈
」

の
動
詞
単
独
例
で
、
他
動
詞
用
法
で
あ
る
。「
屈
」
の
主
体
は
大
仁
上
毛
野
君
形
名
と
い
う
人
物
で
、
対
象
は
先
祖
之
名
で
あ
る
。
戦
場

か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
形
名
に
向
か
っ
て
、
妻
は
そ
の
行
為
は
先
祖
の
名
を
汚
す
こ
と
に
な
る
と
責
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
１
の
「
屈
」

は
、「
曲
げ
る
」
も
の
が
剣
と
い
う
具
体
的
事
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
２
の
「
屈
」
は
、「
先
祖
の
名
」
と
い
う
抽
象
的
概
念
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
屈
先
祖
之
名
」
と
は
、
順
調
に
推
移
し
て
き
た
一
族
の
名
声

を
、
別
の
方
向
、
す
な
わ
ち
悪
い
方
向
に
押
し
曲
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
勢
い
を
挫
く
と
い
う
意
味
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
曲
げ
る
」

と
「
勢
い
を
挫
く
」
の
意
味
に
は
、
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、「
屈
」
字
を
含
み
二
字
で
動
詞
を
表
す
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

３
　
先
是
豊
玉
姫
出
来
当
産
時
、
謂
皇
孫
曰
、
云
云
、
皇
孫
不
従
、
豊
玉
姫
大
恨
曰
、
不
用
吾
言
、
令
我
屈
辱
。（
神
代
巻
第
二
　
①

　
頁
４
行
目
）

１８６
４
　
天
皇
久
居
辺
裔
、
悉
知
百
姓
憂
苦
、
恒
見
枉
屈
、
若
納
四
体
溝
隍
。（
顕
宗
天
皇
　
巻
第
十
五
　
①
　
頁
１
行
目
）

２２８

５
　
祝
者
廼
託
神
語
報
曰
、
屈
請
建
邦
之
神
、
往
救
将
亡
之
主
、
必
当
国
家
謐
靖
、
人
物
乂
安
。（
欽
明
天
皇
巻
　
第
十
九
　
①
　４３８

頁
３
行
目
）

６
　
経
営
仏
殿
於
宅
東
方
、
安
置
弥
勒
石
像
、
屈
請
三
尼
、
大
会
設
斎
。（
敏
達
天
皇
　
第
二
十
　
②
　
頁
８
行
目
）

４８８

（
６
）る）
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７
　
庚
辰
、
於
大
寺
南
庭
、
厳
仏
菩
薩
像
与
四
天
王
像
、
屈
請
衆
僧
、
読
大
雲
経
等
。（
皇
極
天
皇
　
第
二
十
四
　
③
　
頁
３
行
目
）

６４

　
３
は
、「
屈
辱
」
の
例
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
で
は
、
当
該
箇
所
の
「
屈
辱
」
を
「
ハ
ヂ
ミ
ス
」
と
訓
ん
で
い
る
。
本
稿
で
本
文
テ
キ

ス
ト
と
し
た
全
集
で
も
、「
屈
辱
」
を
「
ハ
ヂ
ミ
ス
」
と
訓
む
。
こ
こ
で
の
「
屈
辱
」
の
主
体
は
豊
玉
姫
で
、「
恥
を
か
か
せ
た
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
出
産
の
場
を
見
な
い
よ
う
に
要
望
し
た
の
に
、
皇
孫
か
ら
そ
の
現
場
を
見
ら
れ
、
恥
を
か
か
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

「
令
」
と
あ
る
か
ら
使
役
表
現
で
あ
る
。
恥
を
か
い
た
の
は
豊
玉
姫
で
、
豊
玉
姫
に
恥
を
か
か
せ
た
の
は
皇
孫
で
あ
る
。

　
４
は
「
枉
屈
」
の
例
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
で
は
、「
枉
屈
」
を
「
マ
ゲ
ク
ジ
カ
レ
タ
ル
」
と
読
む
。
テ
キ
ス
ト
と
し
た
全
集
で
は
、

「
枉
屈
」
を
「
オ
ウ
ク
ツ
」
と
字
音
読
す
る
。「
見
枉
屈
」
と
あ
る
よ
う
に
、
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
５
は
「
屈
請
」
の
例
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
で
は
、「
屈
請
」
を
「
ツ
ツ
シ
ミ
マ
ス
」
と
読
む
。
全
集
で
は
、「
屈
請
」
を
「
ク
ツ
セ
イ
」

と
字
音
で
読
む
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
「
屈
」
に
は
、「（
腰
を
）
曲
げ
る
」
と
い
う
本
来
の
意
味
が
活
か
さ
れ
て
も
い
る
。「
屈
請
」
と
は
、

全
集
の
頭
注
で
は
、「
強
く
招
請
す
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、「
腰
を
曲
げ
て
、
う
や
う
や
し
く
相
手
を
招
く
」
と
い
う
の
が
「
屈
請
」
の
本

来
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
屈
請
」
の
主
体
は
天
皇
で
、
対
象
は
建
邦
之
神
で
あ
る
。

　
６
も
「
屈
請
」
の
例
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
で
は
、「
屈
請
」
を
「
イ
ナ
ス
」
と
読
む
。
全
集
で
は
、「
屈
請
」
を
「
ク
ツ
セ
イ
」
と
字

音
で
読
む
。「
屈
請
」
の
主
体
は
蘇
我
馬
子
で
、
対
象
は
尼
で
あ
る
。「
屈
請
」
の
意
味
は
、
５
の
「
屈
請
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　
７
も
、「
屈
請
」
の
例
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
で
は
、「
屈
請
」
で
「
ス
ス
シ
ミ
マ
ス
」
の
訓
を
載
せ
る
。
全
集
で
は
、「
屈
請
」
を
「
ク

ツ
セ
イ
」
と
字
音
で
読
む
。「
屈
請
」
の
主
体
は
蘇
我
大
臣
で
、
対
象
は
多
く
の
僧
侶
で
あ
る
。
蘇
我
大
臣
が
、
多
く
の
僧
侶
を
う
や
う

や
し
い
態
度
で
招
い
て
、
大
雲
経
な
ど
を
読
ま
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
請
」
の
意
味
も
先
の
５
や
６
の
例
と
同
じ
く
、

「
体
を
曲
げ
て
、
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
屈
請
」
の
対
象
は
、「
神
」「
尼
」「
僧
侶
」
と
い
っ
た
、
信
仰
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（　５　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

の
対
象
か
、
も
し
く
は
、
信
仰
に
携
わ
る
人
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
屈
請
」
の
対
象
に
対
し
て
、
主
体
は
、
尊
崇
の
態
度
を
示
す
。

三
　
古
文
書
・
古
記
録
に
お
け
る
「
屈
」

三
─
一
　
他
動
詞
の
「
屈
」

　
ま
ず
、「
屈
」
の
他
動
詞
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
な
お
、
用
例
の
検
索
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
検
索
を
利
用
し 

１
　
今
夜
同
屈
十
口
僧
念
仏
云
々
。（
小
右
記
　
永
祚
元
年
四
月
三
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１７２

２
　
右
大
臣
内
房
周
忌
法
事
、
於
雲
林
院
修
之
、
七
僧
外
屈
六
十
僧
、
或
説
云
、
六
十
八
僧
云
々
、
依
有
無
已
之
僧
所
加
請
也
。（
小

右
記
　
長
保
元
年
七
月
二
十
七
日
　
廣
本
　
　
頁
）

５３

３
　
早
旦
天
台
座
主
抂
光
臨
、
初
余
徘
徊
南
泉
邊
、
被
過
、
乍
立
謁
聞
、
更
屈
客
亭
、
清
談
次
云
、（
小
右
記
　
長
和
四
年
五
月
八

日
　
廣
本
　
　
頁
）

２３

４
　
屈
澄
空
阿
闍
梨
令
斉
食
。（
小
右
記
　
長
和
四
年
五
月
一
八
日
　
廣
本
　
　
頁
）

３０

５
　
帰
蓽
後
屈
阿
闍
梨
盛
筭
、
余
代
令
斎
食
。（
小
右
記
　
治
安
三
年
五
月
一
八
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１６５

６
　
屈
受
範
師
奉
令
釈
□
塔
品
。（
小
右
記
　
万
寿
二
年
三
月
二
九
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１０３

７
　
大
原
野
祭
十
列
代
仁
王
講
料
書
写
四
部
経
屈
五
口
僧
講
演
、
是
恒
例
事
也
。（
小
右
記
　
万
寿
四
年
二
月
二
九
日
　
廣
本
　
　
頁
）

２１２

８
　
今
日
於
高
陽
院
権
大
僧
都
良
意
修
安
鎮
法
、
又
屈
十
口
僧
侶
、
被
転
読
大
般
若
経
、
依
来
十
日
御
渡
也
。（
中
右
記
　
寛
治
六

（
７
）た。

―　　―１３４



年
七
月
一
日
　
　
頁
）

１３８

　
用
例
１
の
「
屈
」
の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
六
十
僧
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
意
味
に
も
、「
体
を
か
が
め
る
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
２
の
「
屈
」

の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
僧
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

３
の
「
屈
」
の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
天
台
座
主
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
藤
原
実
資
が
、
天
台
座
主
を
客
亭
に
招
き
入
れ
、
清
談
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
４
の
「
屈
」
の
主
体
は
藤
原
実

資
で
、
対
象
は
澄
空
阿
闍
梨
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
５
の
「
屈
」

の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
盛
筭
阿
闍
梨
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
６
の
「
屈
」
の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
受
範
師
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招

く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
７
の
「
屈
」
の
主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
僧
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し

い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
大
原
野
祭
で
、
五
人
の
僧
を
招
い
て
、
講
演
を
さ
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
８
の
「
屈
」
の

主
体
は
藤
原
実
資
で
、
対
象
は
僧
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
高

陽
院
で
の
安
鎮
法
で
、
僧
十
人
を
招
き
、
大
般
若
経
を
転
読
さ
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
う
や
う
や

し
い
態
度
で
招
く
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
の
「
屈
」
は
、「 

」
の
よ
う
に
口
偏
を

つ
け
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
「 

」
は
、「
コ
ツ
」
と
い
う
音
を
表
わ
し
、「
う
れ
ふ
」
の
意
の
「 

」
と
同
形
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
古
文
書
の
「 

」
は
国
字
で
あ
ろ
う
。「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
行
為
が
、
相
手
に
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、
口

偏
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（　７　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

９
　 

三
口
僧
、
於
小
野
宮
令
輔
仁
王
経
。（
小
右
記
　
正
暦
四
年
二
月
九
日
　
廣
本
　
　
頁
）

２６１

　
こ
の
よ
う
に
、
古
文
書
や
古
記
録
に
お
け
る
他
動
詞
「
屈
」
は
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
、
対
象
は
僧
侶
に

限
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
体
を
か
が
め
て
僧
を
招
く
」
こ
と
を
表
し
、「
カ
ヾ
ム
」
と
い
う
「
屈
」
の
字
義
が
活
き
て
い
る
。

た
だ
し
、「
曲
げ
る
」
の
意
味
の
「
屈
」
の
例
は
、
古
文
書
や
古
記
録
に
は
見
出
し
が
た
い
。

三
─
二
　
自
動
詞
の
「
屈
」

　
次
に
、
自
動
詞
の
「
屈
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。

　
　
連
日
饗
宴
、
人
力
多
屈
欤
（
小
右
記
　
長
和
二
年
二
月
二
十
五
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１０

８６

　
　
似
前
生
杲
報
御
病
者
。
至
今
無
為
術
、
心
神
屈
了
。（
小
右
記
　
長
和
四
年
閏
六
月
十
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１１

４８

　
　
今
日
節
会
、
称
物
忌
之
由
不
参
、
多
是
夢
想
不
閑
之
上
、
年
老
精
進
身
已
屈
也
。（
小
右
記
　
寛
仁
二
年
一
月
一
六
日
　
廣

１２
本
　
１
頁
）

　
　
今
日
東
宮
御
読
経
結
願
、
心
神
屈
、
精
進
気
也
、
仍
不
能
参
入
之
由
以
宰
相
令
披
露
宮
邊
、（
小
右
記
　
治
安
三
年
五
月
十
九

１３
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１６５

　
　
宮
還
給
之
間
余
心
神
屈
了
。（
小
右
記
　
万
寿
四
年
七
月
二
六
日
　
廣
本
　
　
頁
）

１４

１１

　
　
廿
一
年
三
月
廿
八
日
、
召
博
文
、
理
平
、
文
貞
於
陣
頭
、
問
文
貞
不
着
省
試
判
之
由
、
文
貞
屈
云
、
諸
人
咲
也
。（
小
右
記
　
延

１５
喜
二
十
一
年
三
月
二
八
日
　
廣
本
　
　
頁
）

２７３
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時
剋
推
遷
、
右
大
弁
有
所
労
被
退
出
了
。
予
依
早
参
心
神
屈
了
。（
中
右
記
　
嘉
保
一
年
九
月
二
八
日
　
　
頁
）

１６

１１０

　
　
及
深
更
参
内
、
於
宮
御
方
終
夜
主
上
令
弾
筝
給
。
不
改
束
帯
袛
侯
。
頗
屈
了
。（
中
右
記
　
嘉
保
二
年
二
月
一
一
日
　
　
頁
）

１７

１８１

　
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
公
卿
た
ち
で
あ
る
。
連
日
の
饗
宴
で
、
公
卿
た
ち
は
た
い
そ
う
疲
れ
て
、
心
が
挫
か
れ
た
と
い
う
内
容
で

１０

あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
力
が
加
わ
っ
て
曲
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
字
義
が
、
こ
の
「
挫

く
」
の
意
味
に
活
か
さ
れ
て
い
よ
う
。
正
常
な
心
が
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
挫
か
れ
た
状
態
を
、
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、
表
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
心
神
で
あ
る
。
眼
病
を
患
い
、
心
が
挫
か
れ
た
状
態
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ

１１

こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
屈
」
は
、
病
気
の
た
め
に
、
心
が
折
れ
曲
が
っ
た
状
態
を
表
し
て
い
る
。

用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
身
で
あ
る
。
年
老
の
た
め
、
身
が
衰
弱
し
て
い
て
、
節
会
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ

１２

で
の
主
体
は
、
身
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
身
が
折
れ
曲
が
っ
た
状
態
を
い
う
の
で
は
な
く
、
心
の
勢
い
が
挫
け
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
心
神
で
あ
る
。
心
神
が
挫
け
た
状
態
で
あ
る
の
で
、
東
宮
御
読
経
の
結
願
に
参
加
で
き

１３

な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
も
、　

１４

１３

に
同
じ
く
心
神
で
あ
る
。
宮
が
帰
ら
れ
て
か
ら
、
心
労
の
た
め
に
心
神
が
挫
け
た
状
態
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」

も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
文
貞
で
あ
る
。
実
資
か
ら
、
省
試
判
に
不
着
の
理
由
を

１５

問
わ
れ
て
、
文
貞
が
心
を
挫
い
て
答
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
皆
か
ら
、
会
議
へ
の
欠
席
を
と
が
め
ら
れ
、
心
が
挫
け
た
状
態
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
藤
原
宗
忠
で
あ
る
。

１６

政
に
参
議
等
が
遅
れ
た
た
め
に
、
待
ち
く
た
び
れ
て
、
疲
れ
て
心
が
挫
け
た
状
態
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意

味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。
用
例
　
の
「
屈
」
の
主
体
は
宗
忠
で
あ
る
。
夜
遅
く
、
堀
河
天
皇
の
弾
筝
が
あ
り
、
束
帯
も
改
め

１７
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（　９　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

ず
伺
候
し
た
の
で
、
疲
れ
て
心
が
挫
け
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
古
の
古
記
録
に
お
け
る
自
動
詞
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。
主
体
は
全
て
心
で
あ
る
。

心
が
、
疲
れ
や
病
気
、
老
衰
が
原
因
で
、
正
常
で
は
な
く
、
挫
け
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
上
代
の
文
献
に
お
い
て
動
詞
「
屈
」
は
、「（
物
を
）
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
が
、
中
古
の
古
文
書

や
古
記
録
に
は
そ
の
よ
う
な
「
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
例
が
な
く
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
と
、

「（
心
の
）
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
の
自
動
詞
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
中
古
の
古
文
書
や
古
記
録
に
見
ら
れ
る
、
こ
れ
ら
の
二

つ
の
意
味
は
、
上
代
文
献
の
「
屈
」
に
は
見
出
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
古
の
古
文
書
や
古
記
録
の
動
詞
「
屈
」
の
意
味
は
、

上
代
の
「
屈
」
と
は
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

四
　
中
国
文
献
に
お
け
る
「
屈
」

　
前
節
ま
で
は
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
成
立
し
た
日
本
文
献
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
の
節
で
は
、
上
代
や
中
古
の
日
本
文
献
の

表
記
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
の
あ
る
中
国
文
献
を
対
象
に
、「
屈
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
節
で
取
り
上
げ
る
『
史
記
』

『
漢
書
』『
文
選
』
は
、
日
本
国
現
在
書
目
録
に
そ
の
書
名
が
見
え
る
。

　
日
本
国
現
在
書
目
は
、
九
世
紀
末
頃
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
日
本
で
最
も
古
い
勅
撰
漢
籍
目
録
で
あ
る
。
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
九
世
紀
末
に
当
該
の
三
文
献
が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
平
安
時
代
の
官
吏
登
用
制
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
漢
籍
が
重
要
視
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
訓
点
資
料
も
残
存
す
る
。『
万
葉
集
』
に
お
け
る
文
選
の
影
響
も
説
か
れ
て
お
り
、
中

古
文
学
中
に
は
「
史
記
」
の
名
も
散
見
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
、
源
氏
が
夕
霧
に
行
っ
た
模
擬
試
験
も
「
史
記
」
か
ら
の
出
題
で
あ
っ

―　　―１３０



た
。

　
な
お
、
拙
稿
に
お
い
て
、「
怨
」「
恨
」
を
対
象
に
、
こ
れ
ら
三
文
献
と
日
本
の
上
代
文
献
の
表
記
と
を
比
較
し
た
こ
と
が
あ 

そ
こ

で
は
、
日
本
の
漢
字
表
記
に
は
、
中
国
の
歴
史
書
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
と
、
中
国
の
詩
文
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
と
が
存
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
、
歴
史
書
の
『
史
記
』『
漢
書
』
と
詩
を
多
く
集
め
た
『
文
選
』
を
取
り
上
げ
て
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

四
─
一
　『
史
記
』
の
用
例
か
ら

　
ま
ず
、
他
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
。
な
お
、
用
例
は
、「
中
央
研
究
院
　
漢
籍
電
子
文 

に
よ
っ
て
検
索
し
、
本
文
は
『
新
釈
漢
文
大

 

に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

１
　
径
省
其
辞
、
則
不
知
而
屈
之
、
汎
濫
博
文
、
則
多
而
久
之
。（
史
記
八
　
列
伝
１
　
老
子
韓
非
列
伝
第
三
　
　
頁
４
行
目
）

６６

２
　
乃
閉
室
不
出
、
出
其
書
徧
観
之
曰
、
夫
士
業
已
屈
首
受
書
。
而
不
能
以
取
尊
栄
、
雖
多
亦
奚
以
為
。（
史
記
八
　
列
伝
１
　
蘇

秦
列
伝
第
九
　
　
頁
２
行
目
）

２２５

３
　
聞
燕
昭
王
以
子
之
之
乱
而
斉
大
敗
燕
、
燕
昭
王
怨
斉
、
未
嘗
一
日
而
忘
報
斉
也
、
燕
国
小
辟
遠
、
力
不
能
制
、
於
是
屈
身
下
士
、

先
礼
郭
隗
以
招
賢
者
。
史
記
九
　
列
伝
２
　
楽
毅
列
伝
第
二
十
　
　
頁
４
行
目
）

２３０

　
１
の
「
屈
」
の
主
体
は
諸
侯
で
、
対
象
は
遊
説
者
で
あ
る
。
諸
侯
に
飾
ら
な
い
言
葉
で
説
い
た
ら
、
不
知
の
者
の
言
と
し
て
、
そ
の
勢

い
は
止
め
ら
れ
、
抑
え
込
ま
れ
る
し
、
派
手
な
言
葉
で
説
い
た
ら
、
話
が
長
い
と
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意

（
８
）る。

（
９
）献」

（
　
）
１０系
』
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（　１１　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

味
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
で
、
相
手
の
勢
い
を
抑
え
込
む
こ
と
で
あ
る
。
２
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
蘇
秦
で
、
対
象
は
首
で
あ
る
。
た
と
え
、

首
を
曲
げ
、
自
分
を
へ
り
く
だ
ら
せ
て
、
書
を
読
ん
で
も
、
栄
誉
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
た
く
さ
ん
書
を
読
ん
だ
甲
斐
が
な
い

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、「
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
３
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
燕
の
昭
王
で
、
対
象
は
自

分
の
身
で
あ
る
。
燕
は
小
国
で
、
斉
を
討
つ
た
め
に
、
国
王
自
ら
身
を
屈
め
て
賢
者
を
招
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、

「
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
次
に
、
自
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
。

４
　
先
王
悪
其
乱
、
故
制
礼
義
以
養
人
之
欲
、
給
人
之
求
、
使
欲
不
窮
於
物
、
物
不
屈
於
欲
、
二
者
相
待
而
長
。（
史
記
　
書
　
巻

二
十
三
　
礼
書
第
一
　
史
記
四
　
八
書
　
９
頁
４
行
目
）

５
　
白
虹
屈
短
、
上
下
兌
者
、
下
大
流
血
。（
史
記
　
書
　
巻
二
十
七
　
天
官
書
第
五
　
史
記
四
　
八
書
　
　
頁
　
行
目
）

１８８

１１

６
　
情
見
勢
屈
、
曠
日
糧
竭
、
而
弱
燕
不
服
、
斉
必
距
境
以
自
彊
也
。（
史
記
十
　
淮
陰
侯
列
伝
第
三
十
二
　
　
頁
２
行
目
）

１２７

７
　
且
礼
義
之
敝
、
上
下
交
怨
忘
、
而
室
屋
之
極
、
生
力
必
屈
。（
史
記
十
一
　
匈
奴
列
伝
第
五
十
　
　
頁
９
行
目
）

４５３

　
４
の
「
屈
」
の
主
体
は
物
で
あ
る
。
昔
の
王
は
、
物
が
人
の
欲
求
に
よ
っ
て
欠
乏
し
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
物
の
勢
い
が
人
の
欲
望
に
よ
っ
て
挫
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

物
の
勢
い
が
、
人
の
欲
に
よ
っ
て
抑
え
つ
け
ら
れ
、
勢
い
が
そ
が
れ
、
衰
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
、「
屈
」
は
、「
不
足
す
る
」
と
い

う
意
味
の
よ
う
な
、
数
を
視
点
と
し
た
、
単
な
る
需
用
と
供
給
の
関
係
が
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
５
の
「
屈
」
の
主
体
は

白
虹
で
あ
る
。
白
虹
の
勢
い
が
挫
け
て
、
短
い
状
態
だ
と
、
そ
の
下
で
は
流
血
の
事
態
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
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「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。
６
の
「
屈
」
の
主
体
は
軍
の
勢
い
で
あ
る
。
軍
が
疲
弊
し
て
い
る
の
で
、
燕
に
遠
征
し

て
も
、
長
く
戦
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。
７
の
「
屈
」

の
主
体
は
生
力
で
あ
る
。
漢
で
は
、
宮
殿
の
部
屋
を
飾
り
立
て
る
た
め
に
、
生
き
る
力
の
勢
い
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。

　『
史
記
』
で
の
他
動
詞
の
「
屈
」
は
「
勢
い
を
挫
く
」「
曲
げ
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
、
自
動
詞
の
「
屈
」
は
「
勢
い
が
挫
け
る
」
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
屈
」
の
意
味
は
、
日
本
の
上
代
の
歴
史
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
の
「
屈
」
の
意
味
と
一
致
し
て
い

る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

四
─
二
　『
漢
書
』
の
用
例
か
ら

　
ま
ず
、
他
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
。
な
お
、『
漢
書
』
の
用
例
検
索
は
、「
中
央
研
究
院
　
漢
籍
電
子
文 

に
よ
っ
て
行
い
、
本
文
は
『
和

刻
本
正
史
　
漢 

に
よ
っ
た
。

１
　
蚡
以
肺
附
為
相
、
非
痛
折
節
以
礼
屈
之
天
下
不
粛
。（
漢
書
２
　
巻
二
十
二
　
食
貨
志
第
四
上
　
　
頁
下
左
２
行
目
）

５８５

２
　
武
謂
恵
等
、
屈
節
辱
命
、
雖
生
何
面
目
以
帰
漢
、
引
佩
刀
自
刺
。（
漢
書
２
　
巻
二
十
四
　
李
廣
蘇
建
伝
　
　
頁
上
右
７
行
目
）

６０６

３
　
単
于
怖
駭
交
臂
受
事
屈
膝
、
請
和
。（
漢
書
２
　
巻
二
十
七
下
　
司
馬
相
如
伝
　
　
頁
下
右
９
行
目
）

６３３

４
　
天
子
哀
閔
単
于
棄
大
国
屈
意
康
居
、
故
使
都
護
将
軍
来
迎
単
于
妻
子
。（
漢
書
２
　
巻
四
十
　
傳
常
鄭
甘
陳
段
伝
　
　
頁
下
右

７４０

　
行
目
）

１０

（
　
）
１１献
」

（
　
）
１２書
』

（　１２　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１２７



（　１３　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

　
用
例
１
の
「
屈
」
の
主
体
は
蚡
で
、
対
象
は
、
血
気
盛
ん
な
諸
侯
の
気
持
ち
で
あ
る
。
蚡
は
生
ま
れ
つ
き
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、
礼
節

で
諸
侯
の
気
持
ち
を
挫
か
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
従
わ
な
い
と
思
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
を
挫

く
」
と
考
え
て
よ
い
。
用
例
２
の
「
屈
」
の
主
体
は
蘇
武
で
、
対
象
は
節
で
あ
る
。
武
は
、
単
于
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、

自
ら
の
節
の
勢
い
を
挫
い
て
、
命
を
な
が
ら
え
て
も
不
名
誉
と
な
る
と
、
自
殺
を
図
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
武
は
、
自
ら
の
使
者
と

し
て
の
礼
節
の
勢
い
を
挫
き
抑
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
を
挫
く
」
と
考
え
て
よ
い
。
用
例
３
の
「
屈
」

の
主
体
は
単
于
で
、
対
象
は
自
分
の
膝
で
あ
る
。
匈
奴
が
。
天
子
の
勢
い
に
押
さ
れ
て
、
膝
を
折
り
曲
げ
て
、
和
睦
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
４
の
「
屈
」
の
主
体
は
単
于
で
、
対
象
は
単
于
自
身
の
意
で
あ
る
。

陳
湯
は
、
単
于
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
に
進
軍
し
、
大
国
支
配
の
た
め
に
困
苦
し
て
い
る
単
于
を
哀
れ
み
助
け
る
た
め
に
、
単
于
を
迎
え
に

き
た
と
述
べ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
の
他
動
詞
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
と
「
曲
げ
る
」
の
二
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。「
膝
」
の
よ
う

に
具
体
物
を
対
象
と
す
る
と
き
に
は
「
曲
げ
る
」
に
な
り
、
気
持
ち
や
礼
節
の
よ
う
な
抽
象
的
概
念
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
「
勢
い
を

挫
く
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
曲
げ
る
」
と
「
勢
い
を
挫
く
」
の
意
味
は
、
完
全
に
異
な
る
意
味
で
は
な
い
。
勢
い

の
あ
る
気
持
ち
や
、
固
い
礼
節
を
押
さ
え
つ
け
、
曲
げ
た
状
態
に
す
る
と
い
う
の
が
「
勢
い
を
挫
く
」
で
あ
る
か
ら
、「
挫
く
」
の
意
味
は
、

「
曲
げ
る
」
の
派
生
的
な
意
味
で
あ
る
。

　
次
に
、
自
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
。

５
　
生
之
有
時
而
用
之
亡
度
、
則
物
力
必
屈
。（
漢
書
１
　
巻
二
十
四
上
　
食
貨
志
第
四
上
　
　
頁
上
左
３
行
目
）

２７８

６
　
暴
兵
露
師
常
数
十
万
、
死
者
不
可
勝
数
僵
尸
満
野
、
流
血
千
里
、
於
是
百
姓
力
屈
、
欲
為
乱
者
十
室
而
五
。（
漢
書
１
　
列
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伝
　
巻
十
五
　
蒯
伍
江
息
夫
伝
　
　
頁
上
右
７
行
目
）

５４３

７
　
漢
征
匈
奴
招
四
夷
天
下
費
多
財
用
益
屈
。（
漢
書
２
　
列
伝
　
巻
二
十
　
張
馮
汲
鄭
伝
　
　
頁
下
右
７
行
目
）

５７２

　
用
例
５
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
物
を
生
産
す
る
力
で
あ
る
。
物
の
生
産
に
は
時
間
が
か
か
る
の
に
、
そ
れ
を
考
え
ず
に
消
費
を
進
め
る

と
、
物
を
生
産
す
る
力
は
必
ず
衰
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、

上
か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
、
勢
い
が
弱
ま
る
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
用
例
６
の
「
屈
」
の
主
体
は
百
姓
の

力
で
あ
る
。
秦
の
国
王
は
、
万
里
の
長
城
を
築
き
、
兵
を
常
駐
さ
せ
、
戦
い
は
絶
え
な
か
っ
た
の
で
、
民
は
疲
弊
し
、
十
人
の
う
ち
五
人

は
乱
を
起
こ
そ
う
と
考
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
圧
力
が
か

か
り
、
勢
い
が
弱
ま
る
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
用
例
７
の
「
屈
」
の
主
体
は
国
の
財
で
あ
る
。
漢
は
、
遠
征

し
た
り
匈
奴
を
招
い
た
り
し
て
、
国
費
を
多
用
し
、
財
政
力
が
弱
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
が
挫
け

る
」
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
圧
力
が
か
か
り
、
勢
い
が
弱
ま
る
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　『
漢
書
』
に
お
け
る
自
動
詞
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。
主
語
は
、
物
力
や
百
姓
の
力
、
財
政
力
と
い
っ
た
力
と

関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
力
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
「
挫
け
て
勢
い
が
弱
ま
る
」
と
い
う
の
が
、
自
動
詞
「
屈
」
の
意
味
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
漢
書
』
の
「
屈
」
の
意
味
は
、
他
動
詞
の
場
合
、
気
力
や
礼
節
の
よ
う
な
抽
象
的
事
象
を
対
象
に
と
る
と
き
は
、「
勢

い
を
挫
く
」
の
意
味
に
な
り
、
対
象
が
膝
の
よ
う
に
具
体
的
事
象
に
な
る
と
、「
曲
げ
る
」
の
意
味
に
な
る
。
一
方
、
自
動
詞
の
「
屈
」
は
、

心
や
国
力
な
ど
の
抽
象
的
事
象
が
主
語
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
勢
い
が
弱
ま
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
勢
い
が
挫
け
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
こ
れ
は
、『
史
記
』
の
「
屈
」
の
意
味
と
同
じ
で
あ
る
。

（　１４　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１２５



（　１５　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

四
─
三
　『
文
選
』
の
用
例
か
ら

　
ま
ず
、
他
動
詞
の
用
例
を
挙
げ
る
。
な
お
、『
文
選
』
の
用
例
検
索
は
、『
国
訳
漢
文
大 

を
、
通
読
す
る
方
法
で
行
っ
た
。
用
例
は
、

『
新
釈
漢
文
大 

に
よ
っ
た
。

１
　
出
申
威
於
河
外
、
何
猛
気
之
咆
勃
。
入
屈
節
於
廉
公
、
若
四
体
之
無
骨
。（
巻
五
　
西
征
賦
　
文
選
上
　
頁
６
行
目
）

６６

２
　
蒼
鷹
贄
而
受
緤
。
鸚
鵡
恵
而
入
籠
。
屈
猛
志
以
服
養
。（
巻
七
　
鸚
鵡
賦
　
文
選
上
　
頁
　
行
目
）

９４

１０

３
　
彊
禦
亦
不
干
、
屈
節
邯
鄲
中
。
俛
首
忍
廻
軒
。（
巻
十
一
　
覧
古
詩
　
文
選
中
　
頁
４
行
目
）

２１

４
　
屈
心
而
抑
志
兮
。
忍
尤
而
攘
詬
。（
巻
十
六
　
離
騒
経
　
文
選
中
　
頁
　
行
目
）

１２２

１７

５
　
王
師
首
路
、
威
風
先
逝
、
百
城
八
郡
、
交
臂
屈
膝
。（
巻
十
八
　
册
魏
公
九
錫
　
文
選
中
　
頁
５
行
目
）

１４８

６
　
在
昔
晦
明
、
隠
鱗
戢
翼
、
博
通
群
籍
、
而
譲
歯
乎
一
巻
之
師
、
剣
気
陵
雲
、
而
屈
迹
於
萬
夫
之
下
。（
巻
十
八
　
宣
徳
皇
后

令
　
文
選
中
　
　
頁
　
行
目
）

１４７

１５

７
　
知
天
地
不
可
以
乏
饗
、
故
屈
其
身
。（
巻
　
　
勧
進
表
　
文
選
中
　
　
頁
９
行
）

１９

１５９

８
　
昔
武
始
迫
家
臣
之
策
、
陵
陽
感
鮑
生
之
言
、
張
以
誠
請
、
丁
為
理
屈
。（
巻
十
九
　
為
褚
諮
議
蓁
譲
代
兄
襲
封
表
　
文
選
中
　
　１６７

頁
　
行
目
）

１９

　
１
の
「
屈
」
の
主
体
は
藺
相
如
で
、
対
象
は
節
で
あ
る
。
藺
相
如
は
国
外
で
は
意
気
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
国
内
で
は
、
争
い
を
避
け
る

た
め
に
廉
頗
に
節
操
の
勢
い
を
挫
い
て
、
恭
し
く
接
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
２
の
「
屈
」
の
主
体
は
蒼
鷹
で
、
対
象
は
猛
志
で
あ
る
。
鷹
は
獰
猛
で
あ
る
た
め
に
ひ
も
に
つ
な
が
れ
、
猛
気
の
勢
い
を
挫
い
て
、

（
　
）
１３成

』

（
　
）
１４系
』
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人
に
飼
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
を
挫
く
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鷹
の
本
来
の
勇
猛
な
気
が

挫
か
れ
て
、
人
に
養
わ
れ
る
状
態
を
い
う
。
３
の
「
屈
」
の
主
体
は
藺
相
如
で
、
対
象
は
節
で
あ
る
。
藺
相
如
は
、
国
内
の
争
い
を
避
け

る
た
め
に
、
廉
頗
将
軍
に
対
し
て
、
自
ら
の
節
操
の
勢
い
を
挫
い
て
、
堪
え
て
、
車
を
遠
回
り
し
て
、
廉
頗
と
戦
い
を
避
け
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
を
挫
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
４
の
「
屈
」
の
主
体
は
屈
原
で
、
対
象
は
屈
原
の
心
で
あ
る
。

屈
原
は
、
清
く
高
潔
な
心
の
勢
い
を
挫
い
て
、
追
放
の
恥
辱
を
払
い
の
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
も
、「
勢
い
を
挫
く
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
５
の
「
屈
」
の
主
体
は
百
城
八
郡
の
諸
侯
で
、
対
象
は
膝
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
対
象
は
、
膝
と
い
う
具
体
物
で
、

「
屈
」
の
意
味
は
、「
曲
げ
る
」
で
あ
る
。
官
軍
の
威
風
に
よ
っ
て
、
諸
侯
が
膝
を
曲
げ
て
恭
順
の
気
持
ち
を
示
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

６
の
「
屈
」
の
主
体
は
天
子
で
、
対
象
は
剣
気
で
あ
る
。
か
つ
て
、
天
子
は
群
籍
に
博
通
し
て
い
て
も
一
巻
に
通
じ
て
い
る
師
に
譲
り
、

剣
気
が
盛
ん
で
雲
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
気
の
勢
い
を
挫
い
て
、
万
夫
に
へ
り
く
だ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」

の
意
味
も
、「
勢
い
を
挫
く
」
で
あ
る
。
７
の
「
屈
」
の
主
体
は
天
子
で
、
対
象
は
身
で
あ
る
。
祭
礼
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
て
、
神
前

で
そ
の
身
を
曲
げ
て
、
奉
祀
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
曲
げ
る
」
で
あ
る
。
８
の
「
屈
」
の
主
体
は

丁
鴻
で
、
対
象
は
自
ら
の
理
で
あ
る
。
丁
鴻
は
鮑
駿
の
言
に
感
激
し
て
、
自
分
の
理
の
勢
い
を
挫
い
て
、
国
に
帰
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
を
挫
く
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
他
動
詞
の
「
屈
」
の
対
象
は
、「
節
」「
猛
志
」「
迹
」「
理
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
抽
象
的
な
事
柄
を
と
る
例
と
、「
膝
」

「
身
」
の
よ
う
な
具
体
的
な
事
物
を
と
る
例
と
が
あ
る
。「
屈
」
の
対
象
と
な
る
抽
象
的
な
事
柄
は
、
心
の
状
態
を
表
す
語
や
行
跡
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
心
や
行
跡
は
、
い
ず
れ
も
、
勢
い
が
あ
り
、
血
気
盛
ん
な
状
態
で
あ
る
。
そ
の
勢
い
を
挫
い
て
、
勢
い
を
弱
め
る
と
い
う
の

が
、
他
動
詞
「
屈
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
勢
い
を
挫
き
弱
め
る
原
因
は
、
他
者
の
力
に
よ
る
例
は
認
め
ら
れ
ず
、
自
ら
の
意
志
に
よ
っ

て
強
い
心
、
高
い
志
を
あ
え
て
抑
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
屈
」
の
状
態
も
、
弱
弱
し
く
卑
屈
で
惨
め
な
状
態
に
質

（　１６　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１２３



（　１７　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
な
お
強
さ
や
高
潔
さ
を
留
め
て
い
る
。
質
を
変
え
ず
、
勢
い
の
み
を
挫
き
弱
め
る
の
が
「
屈
」
で
あ
る
。
一
方
、

対
象
と
な
る
具
体
的
な
事
物
と
し
て
は
「
膝
」
な
ど
の
、
身
体
部
位
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
相
手
に
対
す
る
恭
順
の
意
や
尊
崇
の
意
を
示

す
行
為
と
し
て
共
通
し
て
い
る
。

　
次
に
、
自
動
詞
の
用
例
を
挙
げ
る
。

９
　
或
曲
而
不
屈
。
或
直
而
不
倨
。
或
相
凌
而
不
乱
。
或
相
離
而
不
殊
。（
巻
９
　
琴
賦
　
文
選
上
　
　
頁
５
行
目
）

１２６

　
　
途
秦
命
屯
、
恩
充
報
屈
、
有
悔
可
悛
、
滞
瑕
難
拂
。（
巻
　
　
応
詔
讌
曲
水
作
詩
　
文
選
中
　
　
頁
５
行
目
）

１０

１０

１５

　
　
若
使
羽
位
承
前
緒
、
世
有
哲
王
、
一
朝
力
屈
、
全
身
従
命
、
則
楚
廟
不
堕
。（
巻
十
九
　
為
呉
令
謝
詢
求
為
諸
孫
置
守
冢
人

１１
表
　
文
選
中
　
　
頁
９
行
目
）

１６１

　
　
今
又
接
之
以
西
夷
、
百
姓
力
屈
、
恐
不
能
卒
業
。（
巻
二
十
二
　
難
蜀
父
老
　
文
選
下
　
　
頁
　
行
目
）

１２

５２

１５

　
　
仲
翔
高
亮
、
性
不
和
物
、
好
是
不
群
、
折
而
不
屈
。（
巻
二
十
四
　
三
国
名
臣
序
賛
　
文
選
下
　
　
頁
　
行
目
）

１３

８２

１９

　
　
亦
各
並
時
而
栄
、
咸
済
厥
世
而
屈
、
説
者
尚
何
称
於
後
、
而
云
七
十
二
君
哉
。（
巻
二
十
四
　
文
選
下
　
封
禅
文
　
　
頁
１
行
目
）

１４

８４

　
　
然
周
以
之
存
、
漢
以
之
亡
、
夫
何
故
哉
。
豈
世
乏
嚢
時
之
臣
、
士
無
匡
合
之
志
歟
、
蓋
遠
績
屈
於
時
異
、
雄
心
挫
於
卑
勢
耳
。

１５（
巻
二
十
七
　
文
選
下
　
五
等
諸
侯
論
　
　
頁
　
行
目
）

１２４

１４

　
　
是
以
三
晋
之
強
、
屈
於
斉
堂
之
俎
、
千
乗
之
勢
、
弱
於
陽
門
之
哭
。（
巻
二
十
八
　
文
選
下
　
演
連
珠
五
十
首
　
　
頁
　
行
目
）

１６

１３２

１９

　
９
の
「
屈
」
の
主
体
は
、
旋
律
で
あ
る
。
旋
律
の
勢
い
が
挫
け
て
も
、
卑
屈
に
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
ま
っ
す
ぐ
で
も
、
心
驕
ら
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
旋
律
を
、
人
心
に
譬
え
て
表
現
し
て
お
り
、「
屈
」
と
は
、
心
が
挫
け
た
状
態
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ

―　　―１２２



こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
ろ
う
。「
曲
」
が
「
直
」
と
対
応
し
、「
屈
」
は
、「
倨
」（
お
ご
る
）
と
対
応
し
て

い
る
。　
の
「
屈
」
の
主
体
は
報
で
あ
る
。
恩
は
充
ち
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
戴
い
た
が
、
そ
の
報
い
は
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
心
の
勢
い
が
挫

１０

け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。　
の
「
屈
」
の
主
体
は
楚
の
国
力
で
あ
る
。
楚
が
、

１１

漢
に
敗
れ
た
の
ち
、
身
を
全
う
し
、
漢
の
命
令
に
従
っ
て
い
れ
ば
、
漢
の
廟
は
滅
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、
国
の
勢
い
が
相
手
に
よ
っ
て
挫
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
す
か
ら
、「
屈
」
の
意
味
を
、
他
の
例
と
同
じ
よ
う
に

「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。　
の
「
屈
」
の
主
体
は
漢
の
人
民
の
気
力
で
あ
る
。
天
子
は
、
西
夷
を
征
服
し
よ
う
と
し

１２

て
い
る
が
、
人
心
の
勢
い
は
挫
け
、
恐
ら
く
は
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、
人
民
の
気
力
が
、
度

重
な
る
兵
役
に
よ
っ
て
挫
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
か
ら
、「
屈
」
の
意
味
を
「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。　
の
「
屈
」

１３

の
主
体
は
仲
翔
で
あ
る
。
仲
翔
は
、
人
に
同
調
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
格
で
、
人
か
ら
や
り
込
め
ら
れ
て
も
、
心
の
勢
い
が
挫
け
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
は
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
ろ
う
。　
の
「
屈
」
の

１４

主
体
は
、
各
時
代
の
為
政
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
一
世
一
代
の
栄
え
だ
け
で
絶
え
た
な
ら
ば
、
か
つ
て
の
泰
山
の
封
禅
の
儀
式
を
称
え
る

こ
と
は
し
な
い
。
泰
山
で
の
封
禅
の
儀
式
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
、
私
は
陛
下
に
そ
れ
を
勧
め
る
の
で
あ
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、
一
世
一
代
で
政
道
が
絶
え
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
政
道
の
勢
い
が
挫
け
、
そ
の
後
、
衰
退
す

る
と
い
う
意
味
な
の
で
、「
屈
」
の
意
味
は
「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。　
の
「
屈
」
の
主
体
は
諸
侯
で
あ
る
。
漢
が
滅
ん
だ

１５

の
は
、
有
能
で
強
い
心
を
持
っ
た
諸
侯
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
時
代
の
異
な
り
に
よ
っ
て
、
大
き
な
勲
功
を
挙
げ
て
も
徴
用
さ

れ
ず
、
心
の
勢
い
が
挫
け
た
か
ら
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
は
、
心
の
勢
い
が
挫
け
て
、
勢
い
が
弱
く
な
る
こ
と
を
表

し
て
お
り
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
の
「
屈
」
の
主
体
は
晋
で
あ
る
。
強
い
力
を
持
っ
た
晋
が
斉

１６

を
併
合
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
斉
の
宴
席
で
国
王
を
家
臣
に
ま
も
ら
れ
、
計
略
を
遂
行
し
よ
う
と
い
う
心
の
勢
い
が
挫
か
れ
て
し
ま
っ
た
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（　１９　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
」
の
意
味
も
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
で
あ
る
。

　
以
上
、
自
動
詞
の
「
屈
」
の
意
味
を
、
例
を
挙
げ
て
み
て
き
た
が
、
す
べ
て
「
勢
い
が
挫
け
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
主
体
と
し

て
は
、
例
９
、　
、　
、　
、　
、　
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
、
心
で
あ
る
。
他
に
は
、
用
例
　
の
よ
う
に
国
力
が
主
体
と
な
る
例
や
、

１０

１２

１３

１５

１６

１１

　
の
よ
う
に
政
道
の
勢
い
が
主
体
と
な
る
例
も
あ
る
。「
屈
」
は
、
勢
い
の
あ
っ
た
主
体
が
、
力
が
加
え
ら
れ
て
そ
の
勢
い
が
弱
ま
る
こ

１４と
を
表
す
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
文
選
』
の
「
屈
」
の
意
味
は
、
他
動
詞
の
場
合
、
心
や
節
の
よ
う
な
抽
象
的
事
象
を
対
象
に
と
る
と
き
は
、「
勢
い
を

挫
く
」
の
意
味
に
な
り
、
対
象
が
膝
や
身
の
よ
う
に
具
体
的
事
象
に
な
る
と
、「
曲
げ
る
」
の
意
味
に
な
る
。

　
一
方
、
自
動
詞
の
「
屈
」
は
、
心
や
国
力
な
ど
の
抽
象
的
事
象
が
主
語
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
「
勢
い
が
挫
け
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、『
文
選
』
の
「
屈
」
の
意
味
も
、『
漢
書
』
や
『
史
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。

五
　
中
国
仏
典
に
お
け
る
「
屈
」

　
先
に
、
古
文
書
の
「
屈
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
他
動
詞
の
意
味
と
し
て
は
、「
腰
を
曲
げ
て
、
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う

意
味
で
、
僧
侶
を
対
象
に
と
る
例
が
多
く
存
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
古
事
記
に
も
、「
屈
請
」
の
形
で
、「
招
く
」
と
い
う
意
味
を
表
す
例

が
存
し
た
。
漢
籍
に
は
、『
漢
書
』、『
史
記
』、『
文
選
』
を
見
る
限
り
、「
屈
」
に
「
腰
を
曲
げ
て
、
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い

う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
仏
典
に
つ
い
て
、「
屈
」
の
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、「
屈
」
を
含
ん
だ
二
字
熟
語
と
し
て
は
、「
屈
請
」
と
「
枉
屈
」
が
、
多
用
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、「
屈
請
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
な
お
、
検
索
は
、「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　http:/

      /  21   dzk.l.
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u-tokyo.ac.jp/SA
T
/

                
 
 
」
に
よ
っ
た
。（
二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日
検
索
）

１
　
於
後
時
同
前
屈
請
吹
螺
撃
鼓
七
衆
倶
集
其
母
遂
來
於
座
後
邊
默
（
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶 
　
）
１４４２

２
　
我
亦
不
爲
婚
姻
歡
會
亦
不
屈
請
頻
婆
娑
羅
王
及
大
臣
等
（
別
譯
雜
阿
含
經 
　
）
０１００

３
　
曾
聞
有
一
居
士
信
外
道
法
屈
請
離
繋
親
子
及
彼
徒
衆
（
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論 
　
）
１５４５

４
　
夏
九
十
日
屈
請
衆
僧
奉
施
醫
藥
（
觀
無
量
壽
佛
經
疏
妙
宗
鈔 
　
）
１７５１

５
　
迹
創
首
屈
請
敷
演
會
宗
七
衆
（
續
高
僧
傳 
　
）
２０６０

６
　
嘉
時
洗
三
尊
於
此
日
又
能
屈
請
高
徳
某
法
師
講
宣
温
室
洗
浴
衆
僧
經
一
部
（
法
苑
珠
林 
　
）
２１２２

７
　
某
等
皆
不
別
之
故
邀
屈
請
得
此
四
婆
羅
門
至
將
軍
舍
齋
（
法
苑
珠
林 
　
）
２１２２

８
　
附
信
修
虔
并
與
王
書
屈
請
弘
法
闍
婆
崇
爲
國
師
（
出
三
藏
記
集 
　
）
２１４５

　
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、「
屈
請
」
は
他
動
詞
で
、
動
作
の
対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
１
「
吹
螺
撃
鼓
七
衆
」、
２
「
頻
婆
娑
羅
王
及
大
臣

等
」、
３
「
離
繋
親
子
及
彼
徒
衆
」、
４
「
衆
僧
」、
５
「
敷
演
會
宗
七
衆
」、
６
「
高
徳
某
法
師
」、
７
「
四
婆
羅
門
」、
８
「
弘
法
闍
婆
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
僧
侶
や
大
臣
等
、
い
ず
れ
も
尊
敬
の
対
象
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
「
屈
請
」
の
意
味
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
屈
請
」
と
同
じ
、「
腰
を
曲
げ
て
、
う
や
う
や
し
く
相
手
を
招
く
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
僧
を
対
象
に
と
る
他
動
詞
「
屈
」
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
、「
体
を
曲
げ
て
拝
礼
し
、
う
や

う
や
し
い
態
度
で
僧
を
留
め
る
」
と
い
う
意
味
で
単
字
の
「
屈
」
が
使
用
さ
れ
る
。
な
お
、『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
で
は
、

（　２０　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１１９



（　２１　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

こ
れ
ら
の
「
屈
」
を
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
訓
ん
で
い 

９
　
仍
（
チ
）
一
月
ヲ
屈
シ
停
（
メ
）
テ
仁
王
経
ヲ
講
セ
シ
ム
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
　
巻
１
　
　
行
）

３３４

　
　
乃
（
チ
）
法
師
（
ト
）［
及
］
慧
性
三
蔵
（
ト
）
ヲ
屈
（
シ
テ
）［
於
］
一
ノ
大
乗
寺
ニ
法
集
ス
ル
ト
キ
ニ
彼
ニ
下
乗
ノ
三
蔵
有

１０（
リ
）（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
　
巻
２
　
　
行
）

２１７

　
　
隣
国
之
（
ヲ
）
聞
（
テ
）
各
（
々
）
財
宝
（
ヲ
）
捨
テ
共
ニ
伽
藍
ヲ
建
ツ
、
仍
（
リ
）
テ
即
（
チ
）、
知
僧
ヲ
屈
（
シ
）
テ
務

１１（
メ
）
シ
ム
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
　
巻
３
　
　
行
）

１３５

　
こ
れ
ら
は
「
留
め
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、「
招
く
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
体
を
曲
げ
た
う
や
う
や
し
い
態
度
で

僧
に
依
頼
す
る
と
い
う
点
で
は
、
日
本
の
古
文
書
や
古
記
録
の
「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
単
字
の
「
屈
」

の
意
味
と
通
底
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
文
書
や
古
記
録
に
お
け
る
「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
の
「
屈
」
は
、
本
邦

で
生
じ
た
意
味
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
仏
典
で
使
わ
れ
た
「
屈
」
に
す
で
に
存
し
た
意
味
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
う

や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
と
い
う
意
味
に
「
屈
」
字
の
動
詞
と
し
て
の
使
用
を
限
定
し
て
い
る
日
本
の
古
文
書
や
古
記
録
の
特
徴
は
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
古
文
書
や
古
記
録
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
の
意
味
は
、
漢
籍
で
は

な
く
仏
典
か
ら
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
日
本
の
古
文
書
や
古
記
録
は
、
寺
社
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、
ま
た
、
差
出

人
や
受
取
人
も
僧
侶
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
お
そ
ら
く
は
、
古
文
書
や
古
記
録
に
見
ら
れ
る
「
屈
」
の
意
味
は
、
中
国
仏
典
を
学
ん
だ
僧

侶
に
よ
っ
て
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
僧
を
留
め
る
」
と
い
う
仏
典
の
「
屈
」
の
意
味
を
も
と
に
、
日
本
風
に
意
味
を
変
化
さ
せ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

（
　
）
15る

。
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一
方
、
漢
籍
や
中
国
仏
典
に
み
ら
れ
る
「
曲
げ
る
」「
勢
い
を
挫
く
」
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
「
屈
」
は
、
古
記
録
や
古
文
書
に
は
積

極
的
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
他
動
詞
「
屈
」
が
「
曲
げ
る
」「
勢
い
を
挫
く
」「
招
く
」
と
い
っ
た
よ
う
な
複
数
の
意

味
を
表
す
こ
と
の
、
文
書
の
内
容
解
釈
上
の
混
乱
を
避
け
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
　
漢
字
「
屈
」
と
サ
変
動
詞
「
屈
す
」（
く
ん
ず
）
と
の
意
味
的
関
係
性

　
さ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
屈
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
が
、
日
本
の
和

文
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
「
屈
す
」
に
つ
い
て
、
若
干
、
触
れ
て
お
き
た
い
。「
屈
」
を
読
み
と
し
て
捉
え
る
場
合
と
、
語
と
し
て
捉
え
る

場
合
と
で
は
、
本
質
的
に
異
な
り
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
が
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
「
く
ん
ず
（
屈
す
）」
が
、「
屈
」

字
の
意
味
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
捕
え
て
発
生
し
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
表
記
と
し
て
の
漢
字
「
屈
」
と
、
語
と
し
て
の
「
く
ん
ず
」

を
比
較
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
無
謀
な
こ
と
と
は
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　『
源
氏
物
語
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
く
ん
ず
」（
屈
す
）
の
例
が
　
例
み
ら
れ 

『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
は
、
全
て
心
の
状

３０

態
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
恋
人
や
妻
と
の
別
れ
や
頼
り
に
し
て
き
た
人
物
の
死
に
よ
っ
て
、
心
が
沈
ん
だ
状
態
を
表
わ
す
。

１
　
夕
暮
と
な
れ
ば
、
い
み
じ
う
屈
し
た
ま
へ
ば
（
若
紫
　
　
⑧
）

２４９

２
　
二
三
日
内
裏
に
さ
ぶ
ら
ひ
、
大
殿
に
も
お
は
す
る
を
り
は
、
い
と
い
た
く
屈
し
な
ど
し
た
ま
へ
ば
（
紅
葉
賀
　
　
⑮
）

３１７

３
　
例
の
、
心
細
く
て
屈
し
た
ま
へ
り
。（
紅
葉
賀
　
　
②
）

３３３

４
　
日
ご
ろ
に
な
れ
ば
屈
し
て
や
あ
ら
ん
と
、
ら
う
た
く
思
し
や
る
（
花
宴
　
　
③
）

３６０ （
　
）
１６る
。
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（　２３　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

５
　
我
な
が
ら
か
た
じ
け
な
く
屈
し
に
け
る
心
の
ほ
ど
思
ひ
知
ら
る
る
。（
明
石
　
　
⑫
）

４４１

６
　
か
の
ゐ
並
み
屈
し
た
り
つ
る
気
色
ど
も
ぞ
あ
は
れ
に
思
ひ
出
で
ら
れ
た
ま
ふ
。（
葵
　
　
⑭
）

３１８

７
　
こ
の
ご
ろ
ま
か
で
て
は
べ
る
に
、
い
と
つ
れ
づ
れ
に
思
ひ
て
屈
し
は
べ
れ
ば
（
少
女
　
　
⑭
）

６８９

８
　
い
と
屈
し
た
る
名
か
な
、
と
思
ひ
ゐ
た
ま
へ
り
（
竹
河
　
　
⑨
）

１４７０

　
１
は
、
紫
の
上
が
、
自
分
の
世
話
係
で
あ
る
尼
君
を
亡
く
し
、
将
来
の
不
安
を
覚
え
て
い
る
状
態
を
い
う
。
２
は
、
源
氏
が
自
分
の
居

所
を
離
れ
左
大
臣
邸
に
泊
り
に
行
く
と
き
の
、
紫
の
上
の
心
の
状
態
を
い
う
。
３
も
、
２
と
同
じ
で
、
源
氏
と
離
れ
る
こ
と
に
対
す
る
紫

の
上
の
心
の
状
態
を
い
う
。
４
は
、
源
氏
と
離
れ
た
日
が
続
く
紫
の
上
の
心
の
状
態
を
、
源
氏
が
思
い
及
ぶ
例
で
あ
る
。「
屈
す
」
は
、

他
の
例
と
同
様
、
う
ち
沈
ん
だ
心
の
状
態
を
い
う
。
５
は
、
源
氏
が
、
須
磨
で
生
活
す
る
自
分
の
心
の
状
態
を
自
覚
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
６
は
、
左
大
臣
邸
の
人
々
が
、
葵
上
の
死
去
に
よ
っ
て
う
ち
沈
む
、
心
の
状
態
を
い
う
。
７
は
、
主
上
と
の
仲
を
思
い
悩
む
、
弘

徽
殿
の
女
御
の
心
の
状
態
で
あ
る
。
８
は
、「
屈
し
た
る
」
が
名
を
修
飾
し
て
い
る
。
名
と
は
、
こ
こ
で
は
、
女
房
た
ち
が
薫
に
つ
け
た

「
ま
め
人
」
と
い
う
あ
だ
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
屈
す
」
は
、
名
を
修
飾
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
例
と
異
な
り
、
う
ち
沈
ん
だ
心
の
状

態
を
表
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
に
降
り
か
か
る
悲
運
を
、
ま
じ
め
に
受
け
止
め
、
沈
み
が
ち
な
心
の
状

態
を
表
す
名
が
「
屈
し
た
る
名
」
で
あ
り
、
こ
の
「
屈
す
」
も
、
心
の
状
態
を
表
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
は
、
全
て
、
心
の
状
態
を
表
現
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
の
ど
の
よ
う
な
状

態
か
と
い
え
ば
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
状
態
で
あ
る
。
中
国
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
屈
膝
」
な
ど
の
「
屈
」
が
表
す
「
曲
げ
る
」
の

意
味
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
く
ん
ず
（
屈
す
）」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
屈
僧
」
の
よ
う
な
、「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」

の
意
味
を
表
す
「
屈
」
も
見
ら
れ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
は
、
中
国
文
献
の
「
屈
」
の
意
味
で
は
、
自
動
詞
の
「
勢
い
が
挫

―　　―１１６



け
る
」
の
意
味
の
う
ち
、
心
を
主
体
と
し
た
「
挫
け
る
」
の
意
味
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

　「
屈
」
が
漢
語
サ
変
動
詞
化
し
た
「
屈
す
」
は
、
古
記
録
や
古
文
書
の
「
屈
」
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
古
記
録
や
古
文
書
の
「
屈
」
の
読
み
方
が
今
の
と
こ
ろ
、
特
定
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
屈
」
が
、
色
葉
字
類
抄
に
掲

載
さ
れ
た
訓
で
あ
る
「
ク
ジ
ク
」「
マ
グ
」「
カ
ガ
ム
」
等
の
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
屈
す
」
と
は
別
語
扱
い
に
す
べ

き
で
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
屈
す
」
の
意
味
も
、「
ク
ジ
ク
」「
マ
グ
」「
カ
ガ
ム
」
と
読
ま

れ
る
「
屈
」
の
意
味
も
、
漢
字
「
屈
」
の
字
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
『
源
氏
物
語
』
に
み

ら
れ
る
「
屈
す
」
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
が
、
全
て
自

動
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
心
の
状
態
を
表
す
意
味
を
表
わ
し
、「
勢
い
が
挫
け
る
」
に
近
い
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
に
み
ら
れ

る
「
屈
す
」
の
成
立
過
程
を
考
え
る
う
え
で
、
注
目
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
が
、
古
記
録
や
古
文
書
の
「
屈
」
の
よ
う
な

「
う
や
う
や
し
い
態
度
で
招
く
」
の
意
味
を
表
さ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
「
屈
す
」
が
、
僧
侶
の
影
響
下
で
、
中
国
仏

典
の
「
屈
」
を
基
に
成
立
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
考
え
て
よ
か
ろ
う
。「
勢
い
が
挫
け
る
」
の
意
味
の
「
屈
」
が
見

ら
れ
る
の
は
、
漢
籍
や
中
国
漢
詩
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
和
文
の
「
屈
す
」
は
、
中
国
仏
典
で
は
な
く
、
漢
籍
や
中
国
漢
詩
を
も
と
に

生
ま
れ
た
語
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
漢
籍
や
中
国
漢
詩
の
読
解
か
ら
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
漢
籍
や
漢
詩
の
読
解
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
は
、
官
吏
の
登
用
制
度
か
ら
し
て
も
、
官
吏
を
目
指
す
学
生
や
、
宮
廷
に
仕

え
、
昇
進
を
目
指
す
公
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、『
源
氏
物
語
』
に
み
ら
れ
る
「
屈
す
」
は
、
漢
文
の
訓
読
試
験
に
よ
っ
て
採

用
さ
れ
た
り
、
昇
進
し
た
り
し
た
、
学
生
や
博
士
、
公
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
漢
籍
や
漢
詩
の
「
屈
」
の
意
味
を
も
と
に
し
て
生
ま
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
、
漢
籍
や
中
国
漢
詩
の
「
屈
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
訓
点
資
料
を
対
象
に
確
認
し
、「
屈
す
」
の
表
現
的
価
値
に
つ
い
て
裏
付

（　２４　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１１５



（　２５　）上代・中古における動詞を表す「屈」字の意味

け
を
行
い
た
い
。
特
に
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、「
屈
す
」
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）『
色
葉
字
類
抄
並
び
に
索
引
』（
中
田
祝
夫
　
峯
岸
明
編
　
風
間
書
房
　
昭
和
　
年
）

３９

（
２
）『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
法
下
八
八
（
正
宗
敦
夫
校
訂
　
風
間
書
房
　
昭
和
　
年
）

４５

（
３
）『
新
訂
　
字
統
』（
白
川
静
著
　
平
凡
社
　
平
成
　
年
　
初
版
第
四
冊
）

１９

（
４
）『
古
事
記
総
索
引
』（
索
引
篇
　
本
文
篇
　
昭
和
　
年
　
高
木
市
之
助
　
富
山
民
蔵
編
　
平
凡
社
）
に
よ
り
検
索
。

４９

（
５
）『
日
本
書
紀
総
索
引
」（
中
村
啓
信
編
、
角
川
書
店
、
昭
和
　
年
）
に
よ
り
、
検
索
し
た
。

４６

（
６
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
日
本
書
紀
①
～
③
（
小
島
憲
之
　
他
校
注
　
平
成
８
年
　
小
学
館
）
に
よ
り
、
用
例
を
示
す
。

（
７
）https://w

w
w
.hi.u-tokyo.ac.jp/index-j

 
        
 
 
                         .htm

    

l  

（
８
）
拙
稿
「
上
代
に
お
け
る
動
詞
『
怨
』『
恨
』
の
意
味
用
法
」（『
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢
第
　
号
』（
二
〇
一
五
年
三
月
）
で
は
、

１８

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
歴
史
書
と
、『
万
葉
集
』
と
い
う
和
歌
と
で
は
、「
恨
」「
怨
」
の
意
味
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
、

中
国
の
歴
史
書
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
と
詩
文
『
文
選
』
に
お
け
る
「
怨
」「
恨
」
の
意
味
の
違
い
と
合
致
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
漢
字
の
取
り
入
れ
先
も
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
９
）http://hanji.sinica.edu.tw

 
                         

/  

（
　
）「
史
記
四
（
八
書
）」（『
新
釈
漢
文
大
系
　
』
吉
田
賢
抗
著
　
平
成
７
年
　
明
治
書
院
）、「
史
記
八
（
列
伝
一
）」（『
新
釈
漢
文
大
系
　
』
水
沢
利

１０

４１

８８

忠
著
　
平
成
２
年
　
明
治
書
院
）、「
史
記
九
（
列
伝
二
）」『
新
釈
漢
文
大
系
　
』
水
沢
利
忠
著
　
平
成
５
年
　
明
治
書
院
）、「
史
記
十
（
列
伝
三
）」

８９

（『
新
釈
漢
文
大
系
　
』
永
沢
利
忠
著
　
平
成
８
年
　
明
治
書
院
）「
史
記
十
一
（
列
伝
四
）」（『
新
釈
漢
文
大
系
　
』
青
木
五
郎
著
　
平
成
　
年
　
明

９０

９１

１６

治
書
院
）

（
　
）http://hanji.sinica.edu.tw

 
                         

/  

１１
（
　
）『
和
刻
本
正
史
　
漢
書
』（
古
典
研
究
会
　
汲
古
書
院
　
昭
和
　
年
発
行
）

１２

４７

（
　
）『
国
訳
漢
文
大
成
　
文
選
上
　
中
　
下
』（
大
正
　
年
再
販
発
行
　
国
民
文
庫
刊
行
会
）

１３

１１

―　　―１１４



（
　
）『
新
釈
漢
文
大
系
文
選
』　
明
治
書
院
　
一
九
六
三

１４
（
　
）
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
訳
文
篇
』（
一
九
六
七
年
　
東
京
大
学
出
版
会
）
に
よ
る
。

１５
（
　
）『
源
氏
物
語
大
成
』
に
よ
り
、
用
例
を
検
索
し
た
。

１６

（　２６　） 柚　　木　　靖　　史 ―　　―１１３




